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　　　　　　　　　　　　　　　　要約
　本研究は、愛育病院NICUを退院した極低出生体重児の内、6歳時点で明らかな遅れが認められない子ど

もの知的な発達特徴をとらえて発達支援に寄与することを目的として、WISC－HI知能検査結果の分析を行っ

た。対象人数は、125名（男児56名、女児69名1平均出生体重1，mg、平均在胎週数29週3日）である。

分析方法は、検査結果の言語性IQ（vIQ）、動作性IQ（PIQ）、全IQ（FIQ）、群指数、下位検査項目の評価点

について、まず正常域群と境界域群の比較を行った。正常域群にっいては、性別、出生体重、在胎週数、SGA

の要因別に比較検討した。結果は、追跡可能な児の85％が正常域（FIQ≧85）に位置し、vIQ、PIQ、FIQの

いずれも標準化母集団の平均（100）に達していた。さらに、1）言語性IQ（VIQ）が動作性（PIQ）より高

いという特徴がみられ、言語性優位の子どもの割合が全体の3～4割を占めた。2）対象児全体が「処理速度」

群、下位検査項目「符号」「記号探し」が最も苦手であり、特に男児にその特徴が顕著であった。2）につい

ては、幼児期から一貫してみられる特徴であるため、早期から何らかの支援を検討する必要性が示唆された。

また、一般的に言語性と動作性の乖離が大きい場合は、学習上の困難さがみられることがあり、就学後もこ

のような特徴をもつ子どもたちへの発達支援の必要性が指摘された。
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Subordinate Items were used to compare both normal range/ border range groups. The results indicated that 85% of ��

children did develop within normal range, and the main features were 1) VIQ was higher than PIQ, and 30-40% 

children were VIQ superior over all. 2) Every child showed the weakness in the area of 'Processing Speed' and in ��

subordinate items of 'Fugo' and 'Kigosagashi', especially in case of boys. As for 2), such feature has been observed ��

since their early childhood, earlier support should be considered. Whereas the discrepancy between VIQ and PIQ is big, ��

it is likely to have any learning difficulties that it is needed to observe the process carefully through the school year. ��
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1．研究目的

　愛育病院では、1996年よりMCUを退院した極低出生体

重児のフォローアップの一環として、修正1歳6か月、3

歳、6歳（就学問題を視野に入れ就学前に実施）、9歳の時

期に発達検査あるいは知能検査を実施している。

　子どものたちのよりよい発育・発達を支援するために、

発達的変化を縦断的にとらえることが必要であると同時に、

各年齢段階の極低出生体重児の発達上の特徴を明らかにす

ることも大切と考える。これまで、修正1歳6か月時、暦

年齢3歳時の発達状態や特徴について報告してきた1）2〉。

　本研究は、6歳時点で明らかな遅れが認められない子ど

もの知的な発達状態や特徴を捉えて発達支援に寄与するこ

と目的とし、WISC一皿知能検査についていくつかの研究知

見を得たので報告する。

∬．研究方法

1．対象

　1996年3月から2001年8月までに出生しMCUを退院
した児のうち、検査当日の年齢が6歳に達している就学前

の児を対象とした。

　追跡対象児は合計167名であり、うち、転居等により追

跡できなかった児（29名）、就学後に実施した児（玉名）の

計30名を除き、追跡可能な児は137名であった。今回は、

明らかな遅れが認められない6歳児（就学前）の発達特徴

を明らかにすることを目的とするため、歩行不能の脳性麻

痺、てんかん、重度聴覚障害、重度視覚障害など、重度の

障害をもっ児（6名、内超低出生体重児4名）、知的発達障害

児（WISC一皿実施不能2名、いずれも超低出生体重児）、全

IQ（FIQ）が69以下の児（4名、内超低出生体重児2名）の計12

名（追跡可能な児の約9％、超低出生体重児のみでは

45名中8名で18％）を除外対象とした。その結果、対

象人数は125名（男児56名、女児69名）である。対象児の

平均出生体重は1，mg（範囲458g～1，496g）、平均在胎週数

は、29週3日（範囲23週3日～37週2日）である。

2．方法

　6歳健診の際実施したWISC一皿：知能検査結果の言語性

IQ（vIQ）、動作性IQ（PIQ）、全王Q（FIQ）、群指数、下位検査

項目の評価点を指標とした。

　群指数は4群より構成され、各群は次の下位検査項目か

ら算出される。

r言語理解」群：「知識」「類似」「単語」「理解」

「知覚統合」群：r絵画完成」r絵画配列戸積木模様戸組合せ」

「注意記憶」群：「算数」「数唱」

「処理速度」群：「符号」「記号探し」

　まず、FIQ≧85を正常域群、70≦FIQ＜85（一玉SD）を境

界域群注〉として、それぞれの群の特徴を把握した。

　次に、正常域群について、性別、出生体重、在胎週数、

SGA（Small　for　Gestational　Age）の程度（出生時体重基準曲

線の平均を基に標準偏差l　SDを指標とした）との関連にっ

いて検討を行った。SGA児の定義は錯綜しているが、ここ

では出生体重および／または出生身長が在胎週数相当の

SD＝一2．0未満の児3〉とする。

　群の比較や関連要因の検討は、平均値の差の検定（丁検

定や一元配置分散分析）、相関分析を行い、その統計解析に

は、SPSS琉dLOを使用した。

　注）D。ウェクスラーの基準4）では、知的発達遅滞域はIQ≦69、

境界域はIQ4G～79としているが、本研究では、愛育病院も参加

している周産期ネットワーク：フォローアップ研究会の基準5〉を

採用した。

3．倫理的配慮

　本検査は、愛育病院発達外来における長期フォローアッ

プ（健康診査）の一環として行われている。健診に訪れた

際に、「医療情報提供のお願い」の文書と霞頭にて、データ

は個人が特定されない形で統計資料として使用されること、

データ使用の承諾をしない場合でも不利益を被ることは一

切ないこと、等について説明を行い、承諾書に署名をもら

った。

　また、研究計画の段階で、日本子ども家庭総合研究所・

研究倫理委員会に審査を求め承諾を得た。

皿．研究結果

1．正常域群と境界域群の比較と境界域群の特徴

　1）正常域群と境界域群の比較

　正常域群（FIQ≧85）は、117名（男児53名、女児64名）、

平均出生体重は1，127g（範囲458g～1，496g、うち超低出生

体重児32名〉、平均在胎週数は、29週4目（範囲23週3日

～37週2日）である。

　境界域群（70≦FIQ＜85）は、8名（男児3名、女児5名）、

平均出生体重は889g（範囲528g～1，478g、うち超低出生体

重児5名〉、平均在胎週数は、28週3目（範囲23週6日～

3玉週3日）である。なお、境界児8名中1名は、弱視であ

るが、その他の児には特に障害は認められない。

　なお、正常域群は、追跡可能な児の85％を占め、超低出

生体重児のみでは45名中32名で71％であった。境界域群

は、追跡可能な児の5．8％を占め、超低出生体重児のみで

はU％であった。

　正常域群と境界域群の比較において、性別人数、平均在

胎週数、SGAの程度には差が認められなかったが、平均出

生体重は、境界域群の方が有意（ρ≦．01）に小さかった。

　2）境界域群の特徴

　境界域群は、言語性IQと動作性IQの差が12ポイ埣（15％

水準で有意な差）で、即ち動作性IQが言語性王Qよりも有

意に低かった。正常域群（7ポィント）と比べても大きな差が

認められた（表美、2参照）。
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表16歳時のVIQ、PIQ、FIQ、群指数の平均（SD）　　網掛けは有意差が認められたもの ＊P≦。05

VIQ PIQ FIQ 言語理解群 知覚統合群 注意記憶群 処理速度群

正常域群N＝117 109（夏4．2〉 io2（11．9） 106（12．0） 110（14．7） 104（12。7） 蓋05（蓋4。3） 96（B．9）

境界域N二8 89（4．9） 77（7．4） 81（2．9） 93（6．8） 78（7．1） 83（9．9） 78（9．6）

男児N巧3

女児N謁4

107（14．3）

IlO（14．0）

麗轡 104（10．8）

嚢08（12。7）

108（14．6）

112（14。6）

102（董L9）

106（13。2）

蓋05（15。3）

105（13．5）

　　　　欝羨．惣

講鱗難i

出生体重1000g
　未満酷32
出生体重1000g～
　1500g　N二85

106（14．0）

110（14．1）

99（10．0）

103（12．4）

正03（lL5）

重07（12。0）

108（14．8）

m（蓋4．6）

100（1L7）

106（12．9）

董02（董2．9）

蓋06（妻4．7）

95（1L2）

96（14。8）

表2　6歳時の下位検査項目の評価点の平均（SD） 網掛けは有意差が認められたもの　　＊＊P≦．01＊P≦．05

言語性 動作性

知識 類似 算数 単語 理解 数唱 完成 符号 配列 積木 組合 記号

全体酢117
11．5

（3．5）

10．8
（3．6）

10．4
（2．8）

12．0
（2．7）

12．4
（3．2）

11．3
（2．7）

H．5
（2．3）

8．9

（2，4）

10．1
（2．7）

11．蓋

（3．2）

9．9

（3．0）

9．5

（3．2）

境界域昨8
7．4

（1．9）

8．1

（3．2）

6．0

（2．4）

10．5
（2．5）

9．0

（1．5）

8．4

（2．4）

9．0

（2．6）

6．9

（L4）

4．6

（2．7）

6．9

（韮．0）

5．9

（L4）

5．3

（2．4）

男児N＝53

女児醇64

H．7
（3．3）

Il．3
（3．7）

10．2
（3．7）

1董．3

（3．5）

10．3
（2．7）

10．4
（2．9）

蝋麟，1

。譲雛；

損「《2鱗額

12．0
（3、3）

藍2．7

（3．0）

1L5
（3．1）

重1．1

（2．3）

11．2
（2．2）

H．8
（2．4）

i　灘勇
．．穣鱗…廷舞

濠％「㌶
f灘難．「舞

9．7

（2．3）

10．4
（2。9）

H．0
（3．0）

11．2
（3．4）

9．8

（3．1）

貰0．1

（3．0）

9．0

（3．O）

茎0．0

（3．3）

出生体重1000g
　未満N招2

出生体重1000g
～1500gN＝85

Il．3
（3．5）

lL5
（3．5）

10．5
（3．5）

ll．0
（3．7）

9．7

（2．7）

10．6
（2．8）

lL4
（2．6）

12．2
（2．7）

n．8
（3．3）

12．6
（3．1）

11．璽

（2．5）

11．4
（2．8）

11．4
（2．1）

11．6
（2．4）

8．8

（2．0）

9．0

（2．6）

．．雛瞭l

i，灘鱗

「i灘難
．、、鯵雛．・、

10．8
（2．9）

11．2
（3．3）

9．3

（3、0）

10．2
（3，0）

9．3

（2．6）

9．6

（3．4）

言語性の下位検査項目では、「単語」と「理解」の評価

点が高かった。一方、「算数」が1SD（7点）よりも低いと

いう特徴がみられた。

動作性は、ヂ絵画完成」以外は全て1SD（7点）より低

く、全般的に低いことが特徴的であった。

表3　正常域群：雪語性と動作性の乖離（差が屡1以上場合）

人数 ％

言語性優位（差が11以上） 49 4L9

言語性と動作性の差が一10～＋10 53 45．3

動作性優位（差が11以上） 15 簾2．8

表4　正常域群：書語性と動作性の乖離（差15以上の場合）

2．正常域群の特徴

1）対象児全体の発達特徴

　①VlQ、PlQ、ドlQについて

全体の特徴としては、VIQ、PIQ、FIQのいずれも本検

査の標準化集団の平均値100を上回っている。なお、

Kolmogorov－Smirn・v検定により、いずれの度数分布も正

規分布をしていることが確認された。中央値はVIQ109、

PIQlo1、Flqo6、最小値はvIQ76、PIQ76、FIQ85、最大

値はVIQ148、PIQ131、FIQ136である。

また、VIQがPIQよりも7ポイント上回り、言語性が

動作性よりも高いという特徴がみられた。

そこで、VIQとP王Qの乖離を検討するために、IQ11以

上の差（WISC一皿：判定基準：15％有意水準）を基準として

人数（割合）を求めたところ、表3の通りであった。

また、IQ15以上の差（冊SC－m判定基準：5％有意水準）

を基準として人数（割合）を求めたものが表4である。

人数 ％

言語性優位（差が15以上） 39 33．3

言語性と動作性の差が一M～月4 69 59．0

動作性優位（差が15以上） 9 7．7

言語性と動作性の差を11ポイントとしても玉5ポイン

トとしても、言語性優位が動作性優位よりも約3～婆倍と

かなり多く、全体に占める言語性優位の子どもの割合も

3割～4割と高いことが特徴的であった。なお、言語性優

位群と動作性優位群の特徴を比較分析した結果について

は、後述したい。

②群指数と下位検査項目について

　r処理速度」群が他の群と比べて低く、最も高いr言

語理解」群とギ処理速度j群の間には、暇sc一皿の判定基

準で有意差（15％水準）が認められた。

言語性の下位検査項目は、6項目すべて標準点（10点）
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を上回る成績であった。最高が「理解」（12．4点）で、

最低が「算数」（10．4点）であった。動作性は、6項目中

3項目が標準点を上回り、最高が「絵画完成」（H．5点）

で、最低が「符号」（8．9点）であった。

　さらに、特徴をとらえるために評価点の分布を検討し

た。WISC一皿知能検査の下位検査項目の評価点の1標準偏

差（SD）は3点であり、理論上、評価点7点は16パーセ

ンタイルである。したがって、7点未満の割合が16％以

上であるとその項目に問題をもつ子どもが多いというこ

とがいえる。そこで、7点未満の児の割合を求め、図1

に示した。参考までに境界域群を含めた対象児全体の割

合も求めた。

　グラフ中の左（灰色）の棒が正常域群、右（黒）の棒

が境界域群を含んだ対象児全体の割合である。正常域群

には16％以上の項目はないが、境界域群を含めると動作

性の「符号」（16，1％）と「記号探し」（17．7％）が16％

以上であった。

表5出生体重2群の性別人数・出生体重・在胎週数・SGAの程度（SD〉の平均

群

性別（N）
出生体重 在胎週数＊

SGAの程度
　（SD〉男 女

10009未満
（N＝32）

15 17 806g 27週2日 4．08

王000g～1500g

　（興＝85〉
38 47 1248g 30週3β

　1000g未満群の在胎週数が有意に小さいが、SGAの程度

には有意差が認められなかった。

　検査結果は、全てにおいて1000g未満群が1000g以上

群よりも点数が低かったが、有意差が認められたものは、

下位検査項目の動作性の「絵画配列」（P≦．05）のみであ

った。

　出生体重と各検査結果の相関を求めたところ、有意な

相関が認められたのは、PIQ、「知覚統合」群、下位検査

項目の動作性「絵画配列」（P≦．05）であった。相関係数

はr＝，203～。227であった。

20

18

16

蓬4

12

10

8

6

4

2

0

圏疋常域群（N判17）

騒全体：境界域群を含む（津紛5）

鐵

’…影

≦鰹

羨 難
蓑

鴛

難

驚

　知識類似算数単語理解数唱完成符号配列積木組含記号

図1下位項目における評価点7点未満の児が占める割合（％）

2）性別による比較

　性別に求めた検査結果は、表1、2に示した。

　男女間には、出生体重、在胎週数、SGAの程度に有意

な差はみられなかった。

　検査結果で性差が認められたものは、PIQ（P≦．05）、群

指数の「処理速度」群（P≦．05）、下位検査項目では言語

性「単語」（P≦．05）、動作性「符号」（P≦．01）であった。

いずれも女児の方が男児よりも得点が有意に高かった。

r符号」はr処理速度」群に属する項目であるが、もう

一つの項目であるr記号探し」も有意ではないが女児の

点数が高かった。

3）出生体重による比較

　出生体重が1000g未満（超低出生体重児）と1000g以

上1500g未満の2群の比較を行った（表1、2）。群の特

徴を知るために、性別、在胎週数、SGAの程度について

比較したものが表5である。

4）在胎週数による比較

　在胎週数については、在胎週数27週から32週までを

カットオフポイントとして群をつくり分析を試みたが、

それぞれの群で出生体重とSGAの程度に有意差が認めら

れるため、群による比較は行わず、相関分析を行った。

その結果、在胎週数と有意な相関が認められたのは、VIQ

（P≦．05）、FIQ（P≦．05）、下位検査項目の言語性「算数」

（P≦．05）と「理解」（P≦．01）、動作性「絵画配列」（P

≦．01）であった。相関係数はF．187～。288であった。

相関係数は小さいものの、出生体重との関連よりも多く

の有意な関連が認められ、また動作性よりも言謝生との

関連性が多く認められた。

5）SGAの程度による比較

　対象児のうちSGA児の割合は14．2％であった。SGAの

程度の平均値はSD一．82であった。

　SGAの程度と検査結果の相関を求めたところ、言語性

の下位検査項目r理解」（P≦。05）だけに有意な相関が認

められた。相関係数は、r一．216と低値であるが、SGA

の程度が高いほどr理解」の評価点が高いという関連が

認められた。

2．正常域群の言語性と動作性の乖離についての検討

　言語性と動作性の有意な乖離について、その差を11

ポイントとしても15ポイントとしても、乖離と性別、出

生体重、在胎週数の間には有意な関連はみられなかった。

　有意差11ポイントとして、言語性優位群、動作性優位

群、有意差なし群の3群に分け、検査結果の平均値の比

較（一元配置分散分析）を行った（表6、7）。3群のうち、

群間に有意差が認められたものを網掛けで示した。

1）VIQ、PIQ、FIQおよび群指数について

　多重比較（TukeyHSD及びBonferroniによる）の結果、

320



安藤他1極低出生体重児の発達研究（4〉

表6の網掛けの箇所の群間の差は、次の通りである。

　VIQと「言語理解」群は、言語性優位群が動作性優位

群よりも有意に高く（P≦．01）、言語性優位群は有意差な

し群よりも有意に高く（P≦．01）、有意差なし群は動作性

優位群よりも有意に高かった（P≦，01）。即ち、VIQと「言

語理解」群については言語性優位群が他の2群よりも顕

著に高く、言語性優位群と動作性優位群の間には特に大

きい差が認められることがわかった。

　PIQと「知覚統合」群は、動作性優位群と有意差なし

群が言語性優位群よりも有意に高かった（r知覚統合」群

における有意差なし群と言語性優位群の間はP≦，05、他

はp≦、01）。即ち、PIQと「知覚統合」群については言語

性優位群が他の2群よりも顕著に低いことがわかった。

なお、r注意記憶」群は言語性優位群が動作性優位群より

も有意に高かった（p≦．01）。

　「処理速度」群は、対象児全体の特徴として最も苦手

とする群であるが、この群については言謝生優位群と動

作性優位群の問に差がみられなかった。

2）下位検査項目について

　表7の網掛けの箇所の群間の差は、次の通りである。

　当然のことながら、言語性の下位検査項目全6項目中

「知識」、「類似」、「単語」、「理解」の4項目、これらは

r言語理解」群として括られるが、これらは言語性優位

群が動作性優位群および有意差なし群よりも有意に高か

った（P≦．01）。また、「数唱」は、言語性優位群が動作

性優位群よりも有意に高かった（P≦．01）。一方、動作性

優位群は、「理解」以外は標準点（10点）を下まわり特に

「類似」や「知識」の評価点が低かった。なお、「算数」

だけは群問の差が認められなかった。

　動作性の下位検査項目については、「組合せ」は、動作

性優位群が言語性優位群よりも、加えて有意差なし群よ

りも有意に高かった（P≦。01）。「積木模様」と「記号探

し」は、有意差なし群が言語性優位群よりも有意に高か

った（P≦0．01）。

N．考察

1．正常域群の特徴

1）対象児全体の発達特徴

①言語性lQ（VlQ）、動作性lQ（PlQ）、全lQ（FlQ）について

VIQ、PIQ、FIQは、いずれも100を上回った。3歳時点

では、新版K式発達検査による全領域DQが96であった

が、6歳時点においては、標準化母集団の平均値（100）

に達していることがわかった。さらに、VIQがPIQより

も7ポイント上回り、言語性の方が動作性よりも高いと

いう特徴もみられた。

　また、言語性が動作性よりも有意に高い、即ち言語性

優位である子どもの割合が動作性優位の子どもよりも3

～4倍とかなり多く、対象児全体に占める言語性優位の

子どもの割合は30％～40％と高いことが特徴的であっ

た。

　WISC一皿知能検査を6歳時（就学前）に在胎週数32週

未満の極低出生体重児（28名）に実施した青木らの報告

6）では、正常域群の平均値がVI併102．4（±王0．4）、PIQ＝

92．7（±7。4）、FIQ＝97．8（±8，0）で、VIQカミPIQを9．7ポ

イント上回る差が認められ、本研究と同様の結果であっ

た。松尾らの報告7〉（1993～1999年出生の極低出生体重

児72名、6歳）では、平均値がVIQ＝89．8（±14．4）、PIQ

＝89。5（±15．2）、FIQ皿88．5（±13．8）で、VIQとPIQはほ

ぼ同じである。

　以上から、本研究で得られたVIQがPIQよりも高く、

言語性優位の子どもの割合が多いという特徴が極低出生

体重児のもつ特徴であるのか、現段階では明確な結論を

出すことはできない。9歳時（就学後）にも同様の特徴

がみられるのか、等さらなる検討が必要とされる。

表6書語性と動作性の乖離（1肇ポイント）による3つの群の比較（壌）　網掛けは、いずれかの群間に有意差が認められたもの

VIQ PIQ FIQ 言語理解群 知覚統合群 注意記憶群 処理速度群

言語性優位
　　N＝49

　　羅嬢雛
灘縷講i 灘嬢羅 109（12．3） 灘・麟幾灘 …纈嬢蘇 93σ2．8）

有意差なし
　　N＝53

講鱗嬢嚢… ili鱗繕鱗i 105（ll2）

　講灘1

簿鱗鱗　 豆04（13．0） 99（13．8）

動作性優位
　　N篇15

～漁難餐 鴛7霧戴

102（12。6）
舞［ド’簿騨鱗・i 轡礁雛 96（15．9）

表7　雷語性と動作性の乖離（11ポイント）による3つの群の比較（2）　網掛けは、いずれかの群間に有意差が認められたもの

言語性 動作牲

瀬織灘 算数蒙難講i…i灘灘i轍麟1完成 符号 配列 叢灘灘灘欝灘雛
言語性優位！il

　N＝49 灘灘盤灘i11．0

2．5
罐群、

臨灘，羅灘 H．0

2．3

8．4

2．1

9．8

2．7
灘灘鑛灘鵜難；ii

難7接
有意差なし

N＝53

［
灘

1軽

i翻ii…薮

10．2　1

2．5 馨雛雛
磯灘 11．1

2．5

1L8
2．2

9．3

2．7

10．1

2．6
轡灘鵜磯難

　欝．
灘醸雛．

踊鷹朧「

動伶陸優位1…l
　N＝15

嬢雛糠懸霧
繕雛

9．1

4．0）
　騰藩灘

、髪鷲i離1 12．4
（2．3）

9．3

（2．3

10．7
（3．0）

12．0
（3．1）

驚縫雛難
．難難麹・

9．5

（4．2）
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②群指数と下位検査項目について

　言語性については、言語性優位の子どもが多いことと

関連するが、r言語理解」群、中でも下位項目の1単語」

や「理解」にみられるような具体的で生活に結びっいた

言葉の理解および表現に関する領域が最も得意であると

いう特徴が認められた。一方、「類似」や「算数」のよう

な抽象概念や数計算などがやや苦手である特徴が認めら

れた。

　動作性については、言語性と比べると全般的に弱さを

もち、中でも「処理速度」群、下位項目の「符号」と「記

号探し」にみられるような記号などを速く正しく識別し

書き写したり、記号の異同を判別したりする能力が最も

苦手であることが明らかになった。このことは、3歳時

の発達検査の下位検査項目の検討から、形の弁別等の知

覚認知の発達は標準相当であるのに対し、模写や折り紙

等の手先の操作の巧緻性や、視覚と運動の協応性の発達

において遅れがうかがわれた特徴2）と共通するものとい

える。また、修正1歳6か月時点でもすでに同様の結果

1）が示されていることから、極低出生体重児の幼児期か

ら就学前までの一貫した発達特徴と考えることができる。

　この特徴は、どのように形成されたのであろうか。臨

床的な印象としては、幼児期の初期に「まだできないと

思ってやらせたことがない∬危ないからやらせたことが

ない」というような保護者の話しをよく聞くことから、

小さく生まれたことで保護者は過保護になってしまい、

目常生活の中で経験する手先を使ったり、物事を自分の

力で解決したりする機会が不足していることが一っの要

因ではないかと推察される。今後の健診において、でき

るだけ自分でやらせることをアドバイスしたり、手先を

使った遊び（ただし、子どもが気に入り楽しめるもの）

を紹介するなど、目常生活での経験が不足しないように

働きかけていくことが大切ではないかと考える。

　また、小さく早く生まれたこと自体に由来する神経発

達上の器質的要因も考えられる。次の2）にあるように、

男子の方がより苦手であるという性差もあることから、

生物学的な要因が関連している可能性も示唆される。

　いずれにせよ要因の解明は困難なものといえるが、上

述したように早期から何らかの支援を行って、特徴に変

化がみられるかどうか等を今後検討し、発達支援の方法

を考えていく必要がある。

2）性別による比較

　対象児全体の特徴として「処理速度」群、中でも下位

検査項目のr符号」が最も低いという結果が得られたが、

そこには性差がみられ、P特に男児の得点が低いというこ

とがわかった。即ち、女児は、男児よりも下位検査項目

のr符号」が有意に高く、その差がr処理速度」群、PIQ

の有意差にも反映されていると考えられる。

　このことは、3歳時の新版K式発達検査2）において、

描画や折り紙などの課題においてすでに認められている

性差と同様のものと考えられる。男児の方が鉛筆で記号

を正しく書き写す作業に時間がかかり、3歳時点より引

続き手先の操作や視覚と運動の協応性の発達に女児より

もより遅れが認められることが明らかにされた。

　この性差に関連する要因は何であるのか、就学後には

これらの性差がどのように変化していくのか、などにつ

いては今後の検討が必要である。

　また、3歳時の発達検査において、語彙の数等に女児

の方が男児よりも得点が高いという有意差が認められた

が、6歳時点でも語彙や言葉の定義において女児の方が

男児よりも得点が有意に高く、依然として性差が認めら

れるといえる。

3〉出生体重による比較

　修正1歳6か月時および3歳時に行った発達検査との

関連では、両時期ともに出生体重と発達検査（「姿勢・運

動」「認知・適応」「言語・社会」の3領域全てにおいて）

との間には関連が認められ、年齢が低いほどその関連性

は強かった。それに対して、6歳時（就学前）の結果に

おいては、出生体重との関連がより弱まっていると考え

られる。今後、9歳時点での結果も踏まえてさらに検討

したい。

4）在胎週数による比較

　修正1歳6か月時及び3歳時の発達検査との関連性を

みると、在胎週数は出生体重よりも関連が弱かった。ま

た、修正1歳6か月時には認められなかったが、3歳時

には在胎週数と「言語・社会」領域との問に有意な関連

が認められた。6歳時（就学前）においては、言語性と

在胎週数との関連が出生体重との関連よりも多くみられ

た点が注目される。今後、9歳時点での結果も踏まえて

さらに検討したい。

5）SGAの程度による比較

　発達上のリスクが高いとされるSGA児の知能検査結果

には特に問題はみられなかった。むしろ、言語性の下位

項目　1理解」では、SGAの程度が高いほど評価点が高い

という有意な相関関係が認められた。今後、9歳時点で

の結果も踏まえてさらに検討したい。

2．境界域群の特徴

　境界域群の特徴としては、動作性IQが言語性IQより

も有意に低いことがあげられる。正常域群にも同様の傾

向が認められるが、その特徴がより強く表れていた。

　境界域群の特徴は、Cattel1とHornの理論8）による流

動性能力（記憶や推理、数計算、図形処理など文化や教

育の影響を受けにくく、過去の学習経験だけでは対応し

きれないような新しい状況や未知の問題に対して柔軟に

対応する適応力）に特に弱さをもつといえる。一方、結

晶性能力（言語理解や経験的評価など、練習や教育、文
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化受容など、過去の学習経験を通して確立された判断力

や習慣）は比較的順調であると考えることができる。

　これらの特徴は、就学前の段階では周囲の大人は気づ

きにくいことが推察される。したがって、健診において

境界域であった子どもに対しては、就学後の子どもの学

校生活への適応や学習状況などを保護者とともに丁寧に

みていくことが大切である。ただし、保護者に対しては、

過度な心配や不安を与えないように留意する必要がある。

　なお、この境界域群の特徴は、青木ら6）の報告と一致

するものであった。

3．正常域群の言語性と動作性の乖離について

　言語性優位群と動作性優位群の間には、「処理速度」群

と言語性の下位検査項目「算数」に有意な差が認められ

なかったことが注目される。

　「処理速度」群は動作性の下位検査項目であるが、動

作性優位の子どもも言語性優位の子どもと同様に弱さを

もつ領域であること、即ち極低出生体重児全体がもつ特

徴であると推察される。

　「算数」は、言語性の下位検査項目であるが、就学前

の子どもにとって計算能力は能力差の出にくい項目であ

ると考えられる。あるいは、就学後苦手とする科目の筆

頭にr算数」があげられる9〉ことから、極低出生体重児

全体が「算数」に弱さをもつという特徴が表れているの

かもしれない。9歳時点での結果も踏まえてさらに検討

したい。

　今後の課題として、乖離のある群のIQの平均の比較だ

けでなく、各児の言語性IQと動作性IQを検討する必要

がある。乖離群の中には、言語性IQも動作性IQもかな

り高い子どももいれば、どちらかが境界域である子ども

も含まれるなど、乖離の仕方に違いがみられるからであ

る。

V．結語

　愛育病院でフォローしている極低出生体重児の内、明

らかな遅れの認められない子どもでは、6歳時（就学前〉

の知的発達は85％の児が正常域（FIQ≧85）に位置し、

VIQ、PIQ、FIQのいずれも標準化母集団の平均（100）に

達しており、概ね順調に発達していることが明らかにさ

れた。

　6歳時の特徴として、以下が見出された。

1）言語性工Q（VIQ）が動作性（PIQ）より優り、言語性

　　優位の子どもの割合が全体の30～40％を占めた。

2）　対象児全体がゼ処理速度」群（下位検査項目「符号3

　　ゼ記号探し」）が最も苦手である。特に男児にその

　　特徴が強く、有意な性差が認められた。

3）　出生体重、在胎週数、SGAの程度とIQとの関連は、

　　修正1歳6か月、暦3歳と比べ弱い。

　今後、これらの特徴が当院だけでみられる特徴である

かどうか検討を行いたい。2）については、幼児期から一

貫してみられる特徴であるため、早期から何らかの発達

支援を検討する必要性が示された。また、一般的に言語

性と動作性の乖離が大きい場合は、学習上の困難さがみ

られることがあり、このような特徴をもつ子どもたちに

対しては就学後も発達支援が必要である。9歳時点（就

学後）での知能検査結果とともに、学校における学習上

の問題等について検討を行う予定である。

　最後に、今回は研究目的により、重度の障害をもつ児

やWISC一皿実施不能や全IQが69以下の知的発達障害児、

合計12名は対象から外された。これらの子どもたちには、

個別に可能な検査を実施し、行動観察や保護者との面接

等を通して各自の発達状況を把握するよう努めてきた。

今後もケーススタディーを通して、子どもたちの特徴を

捉えるとともに、ケースに即した発達支援のあり方を検

討していきたいと考える。
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